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C 5201-4：2024 (IEC 60115-4：2022) 

（3） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 5201-4:1998 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS C 5201 規格群（電子機器用固定抵抗器）は，次に示す部で構成する。 

JIS C 5201-1 第 1 部：品目別通則 

JIS C 5201-2 第 2 部：品種別通則：スルーホール基板実装（THT）用低電力皮膜固定抵抗器 

JIS C 5201-2-1 第 2 部：ブランク個別規格：低電力非巻線固定抵抗器 評価水準 E 

JIS C 5201-4 第 4 部：品種別通則：スルーホール基板実装（THT）用又はきょう（筐）体取付け用

固定高電力抵抗器 

JIS C 5201-4-1 第 4 部：ブランク個別規格：電力形固定抵抗器 評価水準 E 

JIS C 5201-5 第 5 部：品種別通則：精密級固定抵抗器 

JIS C 5201-5-1 第 5 部：ブランク個別規格：精密級固定抵抗器 評価水準 E 

JIS C 5201-6 第 6 部：品種別通則：個別測定可能な固定ネットワーク抵抗器 

JIS C 5201-6-1 第 6 部：ブランク個別規格：個別測定可能な固定ネットワーク抵抗器 同一抵抗値

及び同一定格電力 評価水準 E 

JIS C 5201-8 第 8 部：品種別通則：表面実装用固定抵抗器 

JIS C 5201-8-1 第 8-1 部：ブランク個別規格：一般電子機器向け表面実装用低電力皮膜固定抵抗

器，製品性能水準 G 

JIS C 5201-9 第 9 部：品種別通則：個別測定可能な表面実装用固定ネットワーク抵抗器 

JIS C 5201-9-1 第 9-1 部：ブランク個別規格：個別測定可能な表面実装用固定ネットワーク抵抗器

－評価水準 EZ 
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日本産業規格          JIS 
 C 5201-4：2024 
 (IEC 60115-4：2022) 

電子機器用固定抵抗器－第 4 部：品種別通則： 

スルーホール基板実装（THT）用又は 

きょう（筐）体取付け用固定高電力抵抗器 

Fixed resistors for use in electronic equipment- 

Part 4: Sectional specification: Power resistors for through hole assembly  

on circuit boards (THT) or for assembly on chassis 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 3 版として発行された IEC 60115-4 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，電子機器に用いる，通常 1 W を超え 1 000 W までの定格損失をもつ抵抗器について規定す

る。この規格は，素子最高温度（MET）が推奨するカテゴリ上限温度（UCT）200 ℃よりも高い固定高電

力抵抗器に適用する。 

注記 1 ヒートシンク抵抗器，つまり特殊な温度条件のため，動作時に専用のヒートシンクに取り付け

られることに依存する抵抗器は，特別な品種別通則の対象となる。 

これらの抵抗器は，通常，タイプ（様々な幾何学的形状）及び形式（様々な寸法）並びに製品技術に従

って説明される。 

これらの抵抗器の抵抗要素は，通常，次による。 

－ コンフォーマルラッカーコーティングで保護されている 

－ セメントコーティング 

－ ガラスエナメル質 

－ セラミック本体 

－ 関連規格に記載するその他のハウジング 

これらの抵抗器の電気接続は，通常，次の手段によって実現される。 

－ スルーホール基板実装（THT）用のアキシャルリード 

－ 垂直又はラジアルなリード 

－ パンチ端子 


